
（様式⑦　小学校・中学校）
　

1.
読解力の向上のために，「書く」活動を
あらゆる教育活動に位置づけ、「書く」
への抵抗をなくすとともに、基礎基本
の徹底を行う。

●読解力の向上のために，「書くこと」やＩＣＴ等を活用した「他
者との交流」を大切にした，問題解決型学習の研究を進め，基
礎基本を定着させるとともに，学習の過程がわかるノートづく
りによる思考力の育成を図る。

研修教科「国語」において，初発の感想，学習の道筋を順序だてて考
え，読解力の向上を図るため，問題解決型学習の実施をし，自分の
考え方を「書くこと」を８０％以上取り入れる。また，自力解決から交
流活動へ展開する過程を８０％取り入れる。
これらをその他の教科でも８０％以上取り入れる。

・ノート，ワークシート
・学校評価アンケート
・到達度テスト

７月
１月

B

７月
Ａ: 44.4%
Ｂ: 55.6%
Ｃ: 0.00%

B

1月
Ａ: 42.9%
Ｂ: 57.1%
Ｃ: 0.00%

B

○保護者アンケート（学力向上への取組84.6％）
各学年とも授業の中で自分の考えを書く（ICT含）時間を
設けた。それをもとに，国語や各教科で，思考を促す交
流活動を積極的に取り入れた。また，個別最適な学び・
協働的な学びを意識した授業づくりをおこなった。今後，
学びのコンパスに向け，書くことの定着と読解力の向上
に基づく，思考・判断・表現力をめざす。

B

「読み」「書き」は情報を「知る」「伝える」上で大切なこと。非
常時に役立つことを考えれば，結果にとらわれず続けてい
きたい取り組みだと思う。ICT化に伴って，書くことが減少
する不安もあります。書いて覚える・理解するということも
大切だと思う。

2.
朝の学習や本読み活動において，基
礎的な「話す・聞く力」，「読む・書く力」
をつけ，児童の自己肯定感を高める。

○朝読で担任による読み聞かせ活動を行うとともに，副教材等
を用いて，発達段階に応じて，「視写（聴写）」を継続的に授業や
朝の学習で取り組む。

・朝の読み聞かせをすることで，本に親しみを持つ子が増え，児童ア
ンケート「読書は好きですか」の達成率７０％以上。
・一定時間（10分）内に視写できる力を高める。８０％以上。
・視写（聴写）を通して，書くことに抵抗感をなくし，達成率８０％以上

・CBTアンケート
・各学年取り組みの交流
・10分間スピードチェック

７月
１月

B
Ａ: 25.0%
Ｂ: 62.5%
Ｃ: 12.5%

B
Ａ: 57.1%
Ｂ: 42.9%
Ｃ: 0.00%

B

○保護者アンケート（58.9％）視写については，発
達段階に応じて，系統立てて取り組んだ。結果，
書くことに抵抗感を持つ児童が減った。朝の読み
聞かせや図書館整備等を行うことで，進んで本を
読む子や集中して本を読む子が増えたと感じる。
今後も，図書環境の整備を行う。

A

書くことの抵抗感が減った児童が1人でも多くなるように期待す
る。更にうまく要点をつかむ聞き上手に発展していけばいいと思
う。本にふれる子どもが少なくなっています。図書環境整備で本
を読む機会が増えるのは良いと思う。活字離れが進んでいる中
での大切な取り組みでとても評価できる。今後も続けてほしい。
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3.
教科書の活用（利用）をテーマに授業
改善を行い，ICTを効果的に用いるこ
とで，教科学力を向上させ,児童の自
己肯定感を高める。

○教科書を使った「わかる・できる授業」で，児童に知識・技能を
習得させ，教師が教科書の内容（知識・技能・考え方等）を理解
し，教科書を活用して授業を行う。その際，ツールとして，一人
一台のタブレット活用を効果的に行う。

・４～6年は，学力テスト・思考力テストの正答率を75％以上にする。
・１～３年は到達度テストの結果で，知識技能の定着率９０％以上に
する。
・児童・保護者アンケート「「授業はわかりやすく，勉強ができるように
なっている」の肯定的回答のアップに取り組む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昨年度平均 87.3％）

・学力テスト・思考力テスト
・到達度テスト
・学校評価（保護者・児童）ア
ンケート

７月
１月

B
Ａ: 33.3%
Ｂ: 66.7%
Ｃ: 0.00%

B
Ａ: 42.9%
Ｂ: 42.9%
Ｃ: 14.2%

B

〇児童アンケート（89.1％）
「わかる・できる授業」の確立に向けた個に応じた
指導において，子どもが主体的に自分の考えを整
理したり，課題解決に向けて自ら選択し，決定し，
行動したりする手立てについて今後も校内研修委
員会において教材研究・各種研修を進め，教科学
力の向上をめざす。

A

ICTの効果的利用は，授業の広がりや児童の思考の広が
りに大いに役立てていってほしいと思う。ICT化でノートを
とることが少なくなりましたが，それで書くことが遅い児童
も授業をちゃんと聞くことができていると思う。
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4.
「授業のユニバーサルデザイン化」を
推進し，学習活動に生じる困難さに応
じた指導上の工夫を行う。

○ 明確な発問・指示をする。ICT活用による視覚支援。課題を
スモールステップ化し，集中しやすい環境を整備する。常に肯定
的にほめる（評価する）等，子どもたちが「わかる・できる授業」
の展開をめざす。

・児童アンケート「授業はわかりやすく，勉強ができるようになってい
る」の項目の肯定的回答のアップに取り組む。（昨年度 89.1％）

・学校評価アンケート ７月
１月

B
Ａ: 44.4%
Ｂ: 55.6%
Ｃ: 0.00%

A
Ａ: 85.7%
Ｂ: 14.3%
Ｃ: 0.00%

A

○児童アンケート（89.1％）
総合的な学習の時間や各教科でICTの活用
や視覚支援を取り入れた授業のUD化，そして
スモールステップの学習指導により，児童に
とって「わかる・できる授業」の実践ができた。

A

個別最適な学びにおいて，先生方のきめ細やかな指導が
要求されると思うが，子どもにとってはうれしい安心材料
だと思う。一人１台のPCで自分で調べるという力は高学年
でほぼできていて素晴らしいと思う。
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5.
家庭学習習慣を確立する。

○ チャレンジノート等を用いて，自ら進んで学習を行う自主学
習への取り組みを推奨する。

・児童アンケート「チャレンジノートに進んで取り組んでいる」の項目
の肯定的回答のアップをめざす。（昨年度93.9％）
・保護者アンケート「子どもは，家で自主学習等の家庭学習をしてい
る」の項目の肯定的回答のアップをめざす。（昨年度55.9％）

・学校評価アンケート
７月
１月

B
Ａ: 25.0%
Ｂ: 75.0%
Ｃ: 0.00%

B
Ａ: 33.3%
Ｂ: 66.7%
Ｃ: 0.00%

B

○児童アンケート（80.1％）保護者アンケート
（57.9％）今後において，児童が主体的に自主
学習を家庭でする習慣をつけるための課題設
定を明確化していくとともに，掲示や紹介等，
賞賛できる場の設定をしていく。

A

家庭での自主学習の推奨は，学校の勉強の続きにならな
いように望みたい。スポーツ・音楽・家庭生活・調べもの等
興味の対象を広げてあげられるものもいいかと思う。チャ
レンジノートは自分のしたいことができる宿題で，ずっと続
けてほしいです。

●特別の教科「道徳」や人権教育の授業を中心に「いじめ」や
「差別」は，絶対に許されないことと位置づけ，自分も他者も大
切にする人権教育を推進する。道徳の時間においては，道徳
的価値を心にしっかりと受け止めることで，よりよい生き方を
考え，人間関係力の向上に努める。また，評価においては，「子
どもを励まし，勇気づける評価」を行う。

・子ども間のトラブル等について質的・量的ともに前年度に比べて良
化をめざす。
・保護者アンケート「学校は生命を大切にする心や，社会のルールを
守る態度を育てている」の肯定的回答のアップをめざす。（昨年度
86.3％）

・道徳ノート・ワークシート
・各学年の取り組みの報告
・学校評価アンケート

７月
１月

B
Ａ: 50.0%
Ｂ: 50.0%
Ｃ: 0.00%

A
Ａ: 75.0%
Ｂ: 25.0%
Ｃ: 0.00%

A

○保護者アンケート（86.0％）
各学年において，人権教育（平和学習・ジェン
ダー平等教育）道徳教育の実践を行い，振り
返りの機会を設けることや，道徳ノート等にコ
メントを入れるなど，人権感覚や道徳心の醸
成に努めた。

A

トラブルゼロはあり得ないが，予期せぬトラブルが生じてもそれ
を道徳教育の材料としてみんなで考え，自分の意見が言えるよ
うになれば理想だと思う。最近中学校区で，他人の外見や短所
を揶揄する子が減ったと聞きました。小学校からの教育あって
だと思う。学力向上とともに，避けて通ることのできない人権教
育，心の教育に熱心に取り組まれていると思う。人権教育は子
どもたちの成長の基本だと思います。

○自ら進んで挨拶すること，児童同士でも丁寧な言葉使いがで
きるようにすることで人間関係力の向上を図る。
○★縦割り活動やクラス活動などで児童同士のコミュニケー
ション力の向上を図り，人の役に立つ活動を通して自己肯定
感・自己有用感を高める。

・人間関係力の視点より，児童アンケート「学校が楽しい」の項目の肯
定的回答のアップをめざす。（昨年度86.9％）
・児童アンケート「私は自分からあいさつができている」，保護者アン
ケート「子どもはあいさつができている」の肯定的回答のアップをめ
ざす。（昨年度82.0％）

・学校評価アンケート
・各学年交流活動等の取り
組み報告

７月
１月

B
Ａ: 40.0%
Ｂ: 60.0%
Ｃ: 0.00%

B
Ａ: 37.5%
Ｂ: 62.5%
Ｃ: 0.00%

B

○児童アンケート（86.3％）保護者アンケート（84.6％）
あいさつに関する指導を継続し，教師が手本を示すこと
で進んで挨拶できる児童が増えた。クラス内の全員に役
割を与え、集団の一員であることの自覚を促すとともに、
仕事を通じて、自己肯定感や自己有用感を育む活動に
取り組んだ。

A

「あいさつ」大事です。先生方頑張ってください。中学校区
で，よく挨拶ができるのは福泉小だった生徒だと言われま
した。とてもうれしく感じました。教師がお手本に挨拶をお
願いします。
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8.
「いじめ」の未然防止・早期発見・早期
対応・早期解決を図る。

★ 予防的効果がある「いじめ」アンケートを実施とスマイル
チェックアンケートや日常的な観察によって早期発見に努め，組
織的に早期解決を図る。

・児童アンケート「命を大切にすることや，『いじめ』をしてはいけない
ことを教えてもらっている」の項目の肯定的回答のアップをめざす。
（昨年度94.5％）
・保護者アンケート「学校はいじめのない学級づくりに取り組んでい
る」の肯定的回答のアップをめざす。（昨年度83.3％）

・学校評価アンケート
・いじめ対策委員会での報
告

７月
１月

A
Ａ: 66.7%
Ｂ: 33.3%
Ｃ: 0.00%

A
Ａ: 71.4%
Ｂ: 28.6%
Ｃ: 0.00%

A

○児童アンケート（94.1％）保護者アンケート（84.5％）
いじめアンケート等で得た情報について適時情報共有を
行い，問題解決に向けて管理職や生徒指導主事，校内
いじめ対策委員会との連携を密に行い，組織的に未然
防止・早期解決を図れるよう努めている。

A

外見などの悪口はなくなっていますが，学校では把握でき
ないSNSでのトラブルが多いので，保護者の協力が必要
です。いじめについて未然防止，早期発見，早期対応を組
織的に取り組んでいることは評価できる。いじめ問題はみ
んなで取り組んでいきましょう。

体
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9.
運動量と安全性を確保し，一定水準以
上の体力・運動能力を保障する。
体育授業で成功体験を積ませること
で，運動嫌いの児童を減らし，二極化
を解消する。
健康教育（保健指導・食育）を適時行
い，健康の保持・増進を図る。

○ラダートレーニング・縄跳びを通した取組を年間を通じて行
い，子どもの体力向上をめざす。
○「小学校体育指導の手引」等を積極的に活用し，教材研究に
取り組み，「意欲」「思考」「技能」を習得させる。
○ 昨年度の課題を分析し「体つくり運動」の内容を考え，体育
の授業等で継続的に取り組むことで体力向上を図る。
○保健の授業や栄養指導等において，児童が主体的に健康の
保持・増進を図ろうとする態度を身につける。

・児童アンケート「体育の授業で体を動かすことは楽しい」「体育の時
間で運動が上手になった」の肯定的回答のアップに取り組む。（昨年
度「楽しい」89.0％，「上手になった」87.0％）
・昨年度の新体力テスト結果より，「脚力強化」「握力強化」に重点を
おいて指導する。それらの改善が図れたかを検証する。
・学校医による健康診断結果や定期的な残食調査のデータをもと
に，児童の生活習慣について検証・改善をする。

・学習カード
・学校評価アンケート
・スポーツテストの結果
・学校保健委員会

７月
１月

B
Ａ: 33.3%
Ｂ: 55.6%
Ｃ: 11.1%

B
Ａ: 57.1%
Ｂ: 42.9%
Ｃ: 0.00%

B

○児童アンケート（楽しい89.4％）（上手になった
86.2％）
体育の授業においてラダートレーニングや縄跳
び，持久走に取り組んだ。朝会などで握力強化体
操を取り入れた。引き続き，継続をすることで，日
頃の運動習慣・体力向上をめざす。栄養指導につ
いては，教科横断的な栄養指導を実施した。ま
た，給食だより等で引き続き意識付けを行う。

B

９割近くの児童が体を動かすことが「楽しい」と答えている
ことに安心する。「楽しい」が一番，「上手」「できる」「苦手」
はその次。コロナ禍から運動が好きな子が減っていました
が，増えてきてよかったです。

教
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10.
安全で安心できる学習環境に整備す
ることで，落ち着きと学習に関した静
謐さを保てるようにする。

●教室環境や授業の基礎的環境整備を徹底することで，安全
で安心できる学習環境を保てるようにし，子どもの落ち着きを
確保するとともに，誰もがわかりやすい授業を行う。
○授業中や行事，休憩時間，登下校中の安全確保に努める。
○安全教育・防災教育の充実化

・保護者アンケート「子ども一人ひとりが大切にされる安心，安全な場
所になっている」の肯定的回答のアップに取り組む。（昨年度
84.1％）
・各教員が教室の整備状況や登下校指導，休み時間の過ごし方等の
チェックを行い達成率の向上に努める。

・学校評価アンケート
・毎月の安全チェックによる
施設環境整備

７月
１月

A
Ａ: 60.0%
Ｂ: 40.0%
Ｃ: 0.00%

A
Ａ: 75.0%
Ｂ: 25.0%
Ｃ: 0.00%

A

○保護者アンケート（89.1％）
教室内の美化に努め、子どもたちが学習
に取り組みやすい教室づくりに取り組ん
だ。学校活動において子どもたちの安全
を優先するとともに、常に安全確保に努
めるよう啓発した。

B

「福泉スタンダード」の継続実践で素晴らしい結果を続け
られていると喜ばしく思う。校内の環境整備は何をするに
も一番大切だと思います。

　

心
の
教
育

6.7
教育活動全体を通した人権教育の推
進とともに教科化された道徳について
実践を積み上げることで，他者理解に
努め，自分を大切にする子どもの育成
を図る。

進捗確認
（年度途中）

基
礎
学
力
向
上

中
項
目 自己評価

判断基準
（評価のものさし）

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

確
か
な
学
び

中学校区におけるめざす子ども像
人から信頼され，何事も徹底してやりぬくたくましい子

堺市立　　　　　　福泉小学校

確かな学びの現状
・昨年度，校内思考力テスト（１～６年）を実施した。結果，１年生（平均77.2）２年生（平均57.7）3年生（平均92.1）4年生（平均90.4）5年生（平均83.2）6年生（平均63.1）という結
果だった。全国学力テスト（６年生）の結果は堺市平均を下回ったが，５年時に比べ向上が見られた。また，学校アンケート「授業が分かりやすく，勉強ができるようになった」と肯定的に
答えた児童は89.1％である。

豊かな心・健やかな体の現状
昨年度の学校評価アンケートで，91.9％の児童が「学校へ行くのが楽しい」と肯定的に答えた。『命を大切にすることや，「いじめ」をしてはいけないことを教えてもらっている』
と答えた児童は，94.5％であった。
また，「体育の授業で体を動かすことは楽しい」が89.0％，「体育の時間で運動が上手になった」が87.0％の児童が肯定的に答えた。

 令和６年度　重点目標
〇学力の向上，豊かな心の育成，丈夫で健康な体力づくりを行い，児童の自己肯定感と自己有用感を高める。
〇一人ひとりの子どもの学習を保障する教育を実現することにより，授業力や生徒指導力を向上させる。
①学力の向上（基礎学力向上・教科学力向上）　　　　　　　②豊かな心の育成(「いじめ」や「差別のない」集団づくり）　　　　③健やかな体の育成（体力の向上と健康的な生活習慣）　　　④基礎的環境整備

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

校長より(年度末)
本年度，重点をおいた取り組みとして，
●「読解力」の向上や「書くこと」や「他者との交流」（ICT交流）を大切にした，問題解決型学習の研究を進め，基礎，基本を定着させるとともに，思考力の育成を図った。また，加えて，児童が主体的に探究学習を進める
「学びのコンパス」を意識した授業研究を行った。児童が思考力向上に不可欠な要素「読解力」「書くこと」や「他者との交流」（ＩＣＴ交流）により，他の人の異なる考え方や見方を知ることで，外的刺激を受け，さらに考えて
みようとする意欲につながり，語彙力や「書く」量・質ともに向上が見られ，交流においても積極的に行い，児童の自己肯定感を育ませることに寄与した。今後も継続していく。
●自分も他者も大切にする人権教育と道徳教育を推進し，いじめの未然防止等に努めながら，子ども一人ひとりが人権感覚や道徳心を身につけるために，「どの子にもわかりやすい授業」を実践し，人権問題をテーマと
した学習にも積極的に取り組んだ。結果，子ども間のトラブル等において，質的・量的ともに，前年度に比べ良化した。今後においても，さまざまな人権課題に対し，人権感覚を育成する取り組みを実践する。
●基礎的環境整備を徹底することにより，子どもの落ち着きを確保するとともに，誰もがわかりやすい授業実践を行った。教育環境の整備はもとより，各教科にて，ICTを効果的に活用し，より良い授業環境づくりをめざ
した。結果，整理整頓がされた教室，授業環境が整った学習環境が構築され，意欲をもって取り組む児童の姿が多数見られた。今後も維持・徹底をしていく。

学校関係者評価

達成状況(年度末)
評価
時期
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評価方法

校長　　　　　　　　矢入　佳典

学校関係者評価者から(年度末)
　マンモス校となった福泉小学校は，体育館の工事等，環境が落ち着かない中，さらに「協働的な学び」に向けて，先生方のご苦労も察するところですが，矢入校長をはじめ，若い先生方が
大いにICT利用で時代に合った教育を実践されていることに心から喜ばしく思います。一人一人が違っていいという他者を認める教育は，小学校でしか培われない大事な人間教育だと思
います。ここ数年で福泉小学校はずいぶん進化してきたと思っています。ひとえに校長をリーダーとする先生方の地道な取り組みの結果だと感服いたしました。地域の住民としましては，通
学路の整備が気になるところではありますが，機会があれば学校環境の一環としてお役に立ちたいと思っています。
　先生方のPCを使った授業，手探りで難しいとは思いますが，子どもたちはこぼれることなく付いていけていると思います。福泉小から中学に上がっても，外見や短所で他人を傷つけない，
逆にとてもやさしい子が多い。挨拶が自らできると校区の方々からお褒めの言葉をいただいている。現状維持・さらなる向上を期待いたします。
　体育館工事でいろいろ制約を受けざるを得ない状況のこの1年間，児童の安全面に気を配り，様々な実践を積み重ねてこられたきた校長先生をはじめ，教職員の皆さんに敬意を表しま
す。昨今，地域での子ども活動は，子ども会の減少に見られるように，急激に衰退してきています。学校が好きだ，楽しいという児童が多くて大変喜ばしいことですが，同時に，自分たちの住
む地域に目を向け，良くも悪くも地域のことを考え，絆を深めていくような児童を育てることも大切だと思います。当然これは地域側の問題でもありますが，学校として何かヒントになるよう
なことがあれば，ぜひ地域にアドバイスをしてやっていただきたいと思います。
　福泉っ子は毎日心身ともに健やかに成長しています。これもひとえに，校長先生はじめ先生方のご尽力に感謝申し上げます。ありがとうございます。これからも「福泉っ子」をよろしくお願
いいたします。

具体目標


